
 

京都大学教員表彰規程 

平成２４年１１月８日 

達示第６３号制定 

（目的） 

第１条 この規程は、京都大学（以下「本学」という。）における教育、研究、社会貢献等の業

績が極めて顕著であると認められた本学の教員を表彰することにより、本学の一層の発展を期

するため、京都大学孜孜賞を創設するとともに、その表彰に関し必要な事項を定めることを目

的とする。 

（対象者） 

第２条 表彰は、次の各号の一に該当する本学の教員に対して行うものとする。 

(1) 本学において教育、研究又は医療等の活動に積極的に取り組み、極めて顕著な成果をあげ

た者 

(2) 本学の管理運営に極めて顕著な貢献をした者 

(3) 権威のある賞の受賞等により社会的に評価される成果をあげた者 

(4) 大型プロジェクトの構築について極めて顕著な貢献をした者 

（候補者の推薦） 

第３条 理事及び部局（各研究科、各附置研究所、附属図書館、医学部附属病院及び各センター

等（国立大学法人京都大学の組織に関する規程（平成１６年達示第１号）第３章第７節及び第

８節並びに第９節から第１１節までに定める施設等をいう。）をいう。以下同じ。）の長は、

前条各号の一に該当すると認められる教員を総長に推薦することができる。 

（令４達３７・一部改正） 

（選考） 

第４条 京都大学孜孜賞の選考を行うため、本学に教員表彰選考委員会（以下「委員会」という。）

を置く。 

２ 委員会は、前条の規定により推薦のあった者について選考を行うものとする。 

３ 委員会は、次の各号に掲げる委員で組織する。 

(1) 総長 

(2) 人事担当の理事 

(3) 総長が指名する理事 

(4) その他総長が必要と認める者 若干名 

４ 前項第４号の委員は、総長が委嘱する。 

（令４達３７・一部改正） 

第５条 委員会に委員長を置き、総長をもって充てる。 

２ 委員長は、委員会を招集し、議長となる。 

３ 委員長に事故があるときは、人事担当の理事がその職務を代行する。 

（令４達３７・一部改正） 

第６条 委員会は、必要と認めるときは、委員以外の者から説明又は意見を聴くことができる。 

（表彰の決定） 

第７条 表彰の決定は、委員会の議を経て、総長が行う。 

（表彰方法） 

第８条 表彰は、総長が表彰状を授与することにより行う。 

２ 前項の表彰状にあわせて、副賞を授与することができる。 

（事務） 

第９条 前各条に定める表彰に関する事務は、人事部人事企画課において処理する。 

（令３達１８・令４達３７・令５達２８・一部改正） 

（部局の長が実施する部局長表彰） 

第１０条 部局の長は、本規程の趣旨に則り、当該部局において教員表彰制度を定め、当該表彰

制度に係る選考基準及び手続等について総長の承認を得た場合は、当該表彰制度に基づき教員

の部局長表彰を実施することができる。 

２ 前項の場合において、受賞者に対して副賞を授与することができる。 

（雑則） 



 

第１１条 この規程に定めるもののほか、教員の表彰に関し必要な事項は、人事担当の理事が定

める。 

（令４達３７・一部改正） 

附 則 

この規程は、平成２４年１１月８日から施行する。 

〔中間の改正規程の附則は、省略した。〕 

附 則（令和５年達示第２８号） 

この規程は、令和５年４月１日から施行する。 

 


